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２学期の学校が始まりました！
ニコニコ顔の子ども達が久しぶりに学校に戻ってきて、今日から２学期が

始まりました。今学期も元気な子ども達をますます元気にすることができる

ように、教職員が一丸となって努力してまいります。

さて、話は変わりますが、保護者のみなさんは次の三つのうち、どれに近

い考えをお持ちでしょうか。

１．人間は善を行うべき道徳的本性を持って生まれてくる。だから、良

い心が悪くならないように良い行いをほめてどんどんするようにし、

悪いことはしないようにきちんとしつけるべきだ。（性善説：孟子）

２．人間は利己的欲望を持って生まれてくる。だから悪い行いをやめさ

せるために、良い行いを示して、悪い心がだんだんと良い心になる

ように教えなければならない。（性悪説：荀子）

３．人間は白い紙のように善悪の区別のない状態で生まれてくる。だか

ら良いことと悪いことの区別がつくように教え、良いことは進んで

するようにし、悪いことはやらないように教え諭していかなければ

ならない。（白紙説：ロック）

これらに共通なことは、「良いことと悪いことをきちんと教えること、良

いことをしたらほめ、悪いことをしたらそれは悪いことと教え、しないよう

にする」ことです。そのためには、大人が、事実をしっかりと見つめ、判断

し、自信を持って毅然と「自分のすべきことを怠けること」や「友だちの邪

魔をすること」「イヤなことや迷惑になること」は「やめる」ことをきちん

と教え込む必要があります。その子の将来にとって、また子どもの集団や社

会にとっても好ましくないことは、学校でも繰り返し指導していきたいと思

います。ご家庭においても、お子さまの生活に即して話し合い、躾けていた

だくようご協力をお願いいたします。

ひ とつにみんなでまとまろう！ あ いさつができる子

が くりょくと体力をのばそう！ い っしょうけんめい勉強する子

し っかりせいかつしよう！ う んどうが好きな子

な かよく友だちとすごそう！ え がおでやさしい子

ら んらん夢に向かう東奈良っ子！ お そうじをがんばる子

戦後７２年に思う
今年は、太平洋戦争が終わって７２年目の年になります。夏休みにも戦争

に関する番組がたくさん放送されていました。見た人も多くいることでしょ

う。以前、私は映画館で「日本の一番長い日」という、終戦の日（１９４５

年（昭和２０年）８月１５日）を迎える日本を描いた映画を観ました。

この戦争で、約３１０万人の日本人が犠牲になりました。戦争の末期には

毎日のように空襲があり、今では考えられない大変な時代があったのです。

戦争を体験されたお年寄りの方から、話を聞いた人もいるでしょう。

戦争は本当に悲惨なものです。このような悲劇は絶対に繰り返してはなり

ません。だから私たち人間は、平和を守るため

の努力をしなければいけません。私たち一人ひと

りが平和の尊さを知り、平和を求めて生きること

が大切だと思います。

みなさんも学校で「暴力ではなく話し合いで解

決する」「友だちと仲良くする」「互いの違いを認

め合う」ことが、戦争をしないことにもつながっ

ていくと思います。 長崎の平和の像(平和祈念像)

みんなのためのルールブック
「あたりまえだけど、とても大切なこと」 ロン･クラーク 草思社

ルール１２ 授業中は、人が読んでいるところを目で追う

先生やクラスのだれかが教科書を読んでいる時は、読んでいるところを目

で追って、急に先生にあてられても、すぐに続きが読めるようにしておこう。

●だれかが何かを読んでいるとき、ぼーっとしていると、たちまちほかのこ

とを考えてしまい、どこまで進んだかわからなくなる。ちゃんと目で追って

いれば、集中して、その内容を理解するよいトレーニングになる。
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